
発生生態 
多くの植物に寄生しますが、ナシでは主に、有袋栽培の
袋の中で増殖し、果皮に白い粉が吹きます。同時にすす
病が発生し果皮が黒く汚れることもあります。激しく発生す
ると果実がへこみます。 
 

防除対策 
樹上で卵の状態で越冬しているので、冬季に荒皮削りを
し、マシン油散布を実施します。 

成虫は薬剤の効果が落ちるため、幼虫が出てくる５月下
旬の薬剤散布が効果的です。 

クワコナカイガラムシ（comstock mealybug） 

 Pseudococcus comstocki  

ナシの病害虫 

クワコナカイガラムシ成虫 新興へのクワコナカイガラムシの被害 
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